
新型インフルエンザへの個人ができる対策 

～～かかかかららなないい工工夫夫  とと  ううつつささなないい配配慮慮～～  
  

①①人人込込みみをを避避けけままししょょうう！！  

 

②②咳咳エエチチケケッットトをを忘忘れれずずにに！！  

感染者の方の心遣いが、流行の拡大を防ぎます。ぜひ、咳エチケットを実行してください。 

☆咳がでたら、他の人にうつさないためにマスクを着用しましょう。マスクをもってない場合は、

ティッシュなどで口と鼻を覆い、他の人から顔をそむけて１ｍ以上離れましょう。 

☆鼻汁・痰などを含んだティッシュは、袋に入れて、すぐにゴミ箱に捨て、フタをし、手を洗いま

しょう。 

☆咳をしている人にマスクの着用をお願いしましょう。 

 

③③ここままめめにに石石けけんんでで手手をを洗洗いいままししょょうう！！  

（（石石けけんんををよよくく泡泡立立てててて、、最最低低ででもも１１５５秒秒以以上上かかけけてて洗洗いいままししょょうう））  

  

～～手手をを洗洗うう順順序序～～  

  １１．．手手ののひひらら⇒⇒  ２２．．手手のの甲甲⇒⇒  ３３．．つつめめ・・指指先先  ⇒⇒  ４４．．指指のの間間  

５５．．親親指指のの付付けけ根根  ⇒⇒  ６６．．手手首首  

  

④④ママススククはは「「不不織織
ふ し ょ く

布布製製
ふ せ い

（（使使いい捨捨てて））」」をを使使いいままししょょうう  

家庭用のマスクには、不織布製マスク（プリーツ型・立体型）とガーゼマスクの２種類ありますが、

ウイルス拡散防止に有効なのは、不織布製（使い捨て）のマスクです。 

  

☆☆ママススククをを着着けけるる際際はは、、手を洗い、マスクの上下・表裏を間違えないようにしましょう。 

  また、金具部分を鼻の形に合わせて、プリーツ（ひだ）を広げて、鼻、口、あごを覆いましょう。 

 

マスクは、できるだけ隙間がないように金具部分を鼻にぴったりフィットさせることが大切です。 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

△注 感染を広げないために、熱が下がっても、 

しばらくは外出を控えましょう！！ 

 新型インフルエンザと診断されたり、周囲で新型インフルエンザが流行している場合には、 

発熱などの症状がなくなっても、症状（発熱や咳、のどの痛みなど）が始まった日の翌日から

７日目まではできるだけ外出しないようにしてください。 



新型インフルエンザかもしれないときの受診の仕方 
インフルエンザと思われる症状が出た場合、受診の際は、あらかじめ医療機関に電話連絡し、マ

スクを着用して、他の人に感染させない配慮をすることを忘れないでください。 

また、同居家族の誰かが感染した場合は、他の家族も感染している可能性が高いので外出を控え、

人との接触をなるべく避けましょう。 

 インフルエンザが疑われる初期症状 

・突然の高熱（38 度以上）・咳・のどの痛み・だるさ・鼻汁・鼻づまり・頭痛・嘔吐・下痢など 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆重症化の可能性のある方は早めに受診と治療をしましょう◆ 

  慢性疾患のある方など重症化のリスクが高い方、および下記のような症状があるときには、すぐに医療機関

にかかりましょう。また、主に５歳以下の子どもが発症しやすいインフルエンザ脳症の疑いがあるときにも

すぐに受診しましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

かかりつけ医に事前に電話連絡 

★症状を伝え、 

・受診の可否 

・受診の時間帯 

・受付方法     などを確認 

 かかりつけ医がいない または受診する

医療機関がわからない場合は保健所（発熱

相談センター）等に電話で問い合わせてく

ださい。  

妊娠している方 

かかりつけの産科医に電話連

絡 

★受診する医療機関の紹介を

受ける 

★かかりつけの産科医には受

診しないでください。他の

妊婦さんに感染させるおそ

れがあります。 

 

持病のある方 

かかりつけ医に事前に電

話連絡 

 

★受診方法などについて

相談 

【持病のある方】 

慢性呼吸器疾患、慢性心

疾患、代謝性疾患、腎機

能障害など 

ハイリスクの方 ふだん健康な方 

かかりつけ医 または 一般の診療所・病院を受診 

※受診の際は、必ずマスクを着用してください 

小児（インフルエンザ脳症の疑い） 

●呼びかけに答えないなど意識レベルの低下 

●けいれんやけいれん後の意識障害が持続する 

●意味不明の言動がある 



 

 

 

呼吸が苦しい、あるいは 

意識がもうろうとしている方は 

 

必要なら救急車（119 番）を呼びます。そ

すぐに医療機関を受診すべき症状 

小児 ●呼吸が速い、息苦しそうにしている 

   ●顔色が悪い（土気色、青白い） 

   ●嘔吐や下痢が続いている 

   ●落ち着きがない、反応が鈍い 

   ●症状が長引いていて、悪化してきた 

 

大人 ●呼吸困難または息切れがある 

   ●胸の痛みが続いている 

   ●嘔吐や下痢が続いている 

   ●３日以上、発熱が続いている 

   ●症状が長引いていて、悪化してきた 


